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一
九
三
七
年
二
丹
、
前
南
京
総
領
事
須
磨
弥
吉
郎
は
西
安
事
件
後
の
中
国
の
一
般
情
勢
と
く
に
対
日
関
係
に
つ
い
て
楓
め
て
興
味
あ

る
演
説
を
行
っ
た
。

(
日
本
外
交
協
会
)

須
磨
は
一
九
二
七
年
よ
り
足
か
け
十
一
年
間
の
中
国
夜
勤
を
終
え
て
、
在
米
大
使
館
参
事
官
と

し
て
赴
任
の
た
め
帰
国
し
た
折
の
講
演
で
あ
る
。
彼
は
ま
ず
「
支
那
は
平
た
く
云
へ
ば
最
近
日
本
の
支
那
に
対
す
る
圧
力
を
軽
視
し
て
き

た
、
も
っ
と
平
た
く
云
へ
ば
話
め
て
掛
か
っ
て
来
た
。
之
は
極
め
て
顕
著
な
事
実
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
日
本
は
最
近
北
か
ら
の
ソ
連

の
軍
事
力
を
非
常
に
怖
れ
て
い
る
と
中
国
は
判
断
し
、
臼
木
を
軽
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
須
磨
は
云
う
。

一
方
須
磨
は
イ
ギ
リ
ス
の
中
国
に
対
す
る
経
済
援
助
が
統
一
し
た
政
策
の
も
と
で
整
然
と
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
驚
嘆
し
て
い
る
。

須
磨
帰
国
の
送
別
宴
で
財
政
部
長
孔
祥
照
は
、
中
国
は
日
本
に
対
し
て
六
回
も
借
款
を
申
し
込
ん
だ
が
「
日
本
は
少
し
も
貸
さ
な
い
で
、

し
か
も
他
国
が
や
れ
ば
日
本
は
非
常
に
騒
ぎ
出
す
、
之
は
ジ
ェ
ラ
シ
イ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
と
述
べ
た
。
孔
は
ζ

の
席
で
、
蒋
介

石
、
張
群
な
ど
は
日
本
と
は
な
る
べ
く
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
を
避
け
て
、
平
等
な
立
場
で
交
渉
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
中
国
で
は
最
も
泊



本
に
対
し
穏
健
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
派
で
も
対
日
抵
抗
は
避
く
べ
か
ら
ず
と
い
う
気
還
が
あ
り
、

そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
は
日
本
が
是
非
過
去
に
於
て
不
法
に
作
為
し
た
既
成
事
実
を
解
消
し
、
将
来
も
繰
り
返
さ
な
い
と
保
障
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

須
磨
に
強
調
し
た
。

須
磨
は
一
九
三
七
年
初
期
の
中
国
の
対
日
態
度
の
変
化
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
側
に
お
い
て
も
、

満
州
事
変
以
来
の
中
国
政
策
の
再
検
討
・
修
正
の
動
き
が
新
た
な
潮
流
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
と
が
指
摘
で
き
る
。

中
国
政
策
の
修
正
・
転
換
を
主
張
し
、
同
時
に
そ
の
推
進
力
と
な
っ
た
の
は
、

一
九
三
七
年
一
月
参
謀
本
部
第
一
部
長
代
理
と
な
り
、

一
一
一
月
一
日
部
長
と
な
っ
た
石
原
莞
爾
少
将
で
あ
る
。
石
原
が
課
長
を
し
て
い
た
参
本
戦
争
指
導
課
は
一
月
六
日
「
帝
国
外
交
方
針
改
正
意

見
」
を
作
成
し
た
。
そ
の
中
軸
と
な
っ
た
政
策
は
、

一
九
三
五
年
か
ら
と
く
に
顕
著
と
な
っ
た
白
木
の
翠
北
分
離
工
作
の
中
止
、
撃
北
分

治
の
否
定
で
あ
る
。
そ
し
て
逆
に
臼
本
は
中
国
の
建
設
的
統
一
運
動
を
援
助
す
べ
き
で
あ
り
、
華
北
も
ζ

の
統
一
の
な
か
に
包
含
さ
れ
る

の
は
当
然
で
あ
る
と
の
考
え
で
あ
る
。
同
課
が
同
時
に
作
成
し
た
「
対
支
実
行
策
改
正
意
見
」
の
な
か
で
も
「
北
支
特
殊
地
域
な
る
観
念

を
清
算
し
之
を
五
省
独
立
の
気
速
に
誘
発
す
る
が
如
き
方
策
を
是
正
し
、
現
糞
察
政
権
の
管
掌
す
る
地
域
は
当
然
中
華
民
国
の
領
土
に
し

て
主
権
ま
た
中
央
政
府
に
在
る
所
以
を
明
確
に
す
」
と
華
北
の
特
殊
地
域
化
、
分
治
を
否
定
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
改
正

意
見
」
は
葉
東
政
権
の
中
国
復
帰
を
示
唆
し
、
さ
ら
に
前
年
の
「
対
文
実
行
策
」
に
あ
る
日
支
軍
事
同
盟
の
締
結
、
国
民
政
府
へ
の
日
本

人
最
高
政
治
顧
問
、
軍
事
顧
問
の
傭
蒋
な
ど
の
施
策
を
中
止
す
る
と
と
を
主
張
し
た

広
国
内
閣
退
陣
の
あ
と
を
う
け
、
二
月
二
日
成
立
し
た
林
(
銑
十
郎
)
内
閣
は
、
三
月
初
め
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た
佐
藤
尚
武
大
使

を
外
相
に
迎
え
た
。
佐
藤
の
外
相
就
任
は
中
国
政
策
見
直
し
の
動
き
を
一
一
層
促
進
し
た
。

佐
藤
外
相
は
四
月
の
閣
議
で
、
陸
軍
事
務
当
局
と
中
国
政
策
の
再
検
討
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
結
果
、
最
近
の
中
国
に
お
け
る
統
一
運

一
九
一
一
一
七
年
日
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見
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動
に
鑑
み
、
北
支
五
省
の
分
治
、
日
支
軍
事
同
盟
の
締
結
な
ど
、
あ
ま
り
に
政
治
的
な
問
題
は
こ
の
際
見
合
せ
、
差
当
り
日
中
提
携
そ
基

礎
と
す
る
経
済
的
相
互
依
存
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
に
努
め
、
そ
れ
に
依
り
国
交
の
調
整
ぞ
計
る
こ
と
と
な
っ
た
と
報
告
し
た
。
そ
し
て

具
体
的
に
は
「
北
支
に
対
す
る
我
方
の
施
策
は
従
来
動
も
す
れ
ば
支
部
並
に
列
国
に
対
し
恰
も
帝
国
に
於
て
停
戦
区
域
の
拡
張
、
満
州
国

の
国
境
推
進
乃
至
は
北
支
の
独
立
等
の
企
図
を
有
す
る
が
如
き
誤
解
を
与
へ
た
る
こ
と
な
き
に
非
ざ
る
を
以
て
今
後
は
此
の
点
特
に
注
意

す
る
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
〈
四
月
五
日
付
佐
藤
外
相
の
閣
議
へ
の
説
明
書
)

四
月
十
六
日
林
内
閣
佐
藤
外
相
、
結
城
蔵
相
、
杉
山
睦
相
、
米
内
海
相
の
四
者
が
決
定
し
た
「
対
支
実
行
策
」
「
北
支
指
導
方
策
」

iま

新
し
い
中
国
政
策
の
確
立
を
表
明
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
「
北
文
の
分
治
を
図
り
若
く
は
文
部
の
内
政
を
索
す
奨
あ
る
が
如
き
工
作
は
之

を
行
は
ず
」
と
の
新
方
針
は
、
前
年
八
月
十
一
回
広
田
内
閣
の
時
に
決
定
を
み
た
「
対
支
実
行
策
」
「
第
二
次
北
支
処
理
要
綱
」

の
基
本

政
策
で
あ
る
華
北
分
離
策
を
根
本
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

佐
藤
は
外
相
就
任
前
、
も
し
外
相
に
就
任
し
新
政
策
を
実
描
す
る
場
合
、
起
り
得
べ
き
二
つ
の
障
碍
を
予
想
し
て
い
た
。

一
つ
は
軍
部

が
佐
藤
の
政
策
を
非
現
実
的
と
し
て
支
持
を
拒
否
す
る
場
合
、

一
つ
は
佐
藤
の
新
政
策
を
日
本
の
弱
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
中
国
が
よ
り

強
硬
な
対
拡
を
な
す
場
合
で
あ
る
。
何
れ
も
充
分
予
想
し
得
る
反
応
で
あ
っ
た
が
、
第
一
に
つ
い
て
は
陸
軍
内
部
に
中
国
政
策
穆
正
の
動

き
が
あ
っ
た
た
め
解
消
し
た
。
第
二
の
中
国
が
い
か
に
対
応
す
る
か
は
問
題
で
あ
っ
た
。
中
国
に
翼
束
、
翼
察
の
解
消
か
ら
更
に
硬
化
し

て
満
州
国
の
存
立
に
ま
で
干
渉
し
よ
う
と
す
る
気
配
が
存
在
し
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。

佐
藤
は
一
方
満
州
国
問
題
に
触
れ
な
い
範
囲
で
、
日
本
側
と
し
て
譲
る
べ
き
は
譲
っ
て
日
中
国
交
の
正
常
化
を
計
り
た
い
と
の
強
い
意

欲
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
圏
内
で
譲
歩
に
反
対
す
る
一
派
が
一
騒
動
を
お
こ
す
こ
と
も
覚
嬉
し
た
。
し
か
し
中
国
が
満
州
闘
の
解

消
を
要
求
す
る
よ
う
な
態
度
に
で
た
場
合
、
日
本
と
し
て
は
譲
歩
の
限
界
点
を
超
え
る
と
し
て
、
世
界
に
堂
々
と
主
張
し
決
裂
を
砕
さ
な



い
と
い
う
の
が
佐
藤
の
究
極
の
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
佐
藤
は
世
界
の
世
論
は
日
本
の
主
張
を
是
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
予
測
し

た
の
で
あ
る
。
満
州
国
樹
立
の
正
当
性
に
依
拠
す
る
論
議
で
は
な
く
、
満
州
国
成
立
以
来
五
箇
年
を
経
過
し
た
現
実
を
ふ
ま
え
て
の
佐
藤

の
判
断
で
あ
っ
た
。
国
際
連
盟
、
軍
縮
会
議
な
ど
の
国
擦
会
議
に
長
い
経
験
を
も
っ
佐
藤
の
国
際
政
治
、
国
際
世
論
へ
の
認
識
に
基
づ
く

見
解
ば
そ
れ
だ
ジ
の
根
拠
が
あ
る
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
中
国
側
で
は
ど
う
か
。
三
月
三
日
外
交
部
長
を
王
寵
恵
と
交
代
し
、
中
央
政
治
会
議
秘
書
長
に
就
在
し
た
実
力
者
張
群
が
、
四
月

六
日
川
越
大
伎
に
「
日
本
側
の
一
部
に
於
て
は
北
支
問
題
を
解
決
す
る
時
は
支
那
は
寵
に
満
州
問
題
に
迫
り
来
る
べ
く
と
の
観
察
を
な
す

者
あ
る
模
様
な
る
が
右
は
全
く
紀
憂
に
し
て
第
三
及
第
二
の
問
題
(
注
、
北
支
に
於
け
る
非
合
法
的
既
成
事
実
の
是
正
お
よ
び
上
海
、
塘

治
停
戦
協
定
撤
廃
問
題
)
解
決
に
伴
ひ
場
合
に
依
り
て
満
州
問
題
を
今
後
持
出
さ
ざ
る
様
の
話
合
を
着
け
得
る
こ
と
も
不
可
能
と
な
ら
ざ

る
べ
し
」
と
語
っ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

六
周
初
、
林
内
閣
は
近
衛
内
閣
に
代
り
、
外
相
に
は
再
び
広
田
弘
裁
が
任
命
さ
れ
た
。
満
州
事
変
以
後
の
日
本
の
対
中
国
外
交
の
中
心

人
物
で
あ
る
広
田
の
復
活
は
い
わ
ば
間
外
交
へ
の
復
帰
で
あ
っ
た
。
佐
藤
の
新
し
く
麗
関
し
た
路
線
に
古
田
は
無
関
心
か
つ
冷
淡
な
る
反

応
し
か
示
さ
な
か
っ
た
。

近
衛
内
閣
成
立
約
一
箇
月
後
、
七
万
五
日
(
慮
溝
橋
事
件
の
二
目
前
)
川
越
(
茂
)
中
国
大
使
は
南
京
か
ら
重
大
な
意
見
電
を
広
間
外
相
あ

て
に
打
電
し
た
。
そ
れ
は
日
本
は
満
州
事
変
以
来
堅
持
し
て
き
た
対
中
国
根
本
方
針
を
急
転
回
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
臼
本
は
イ
、
ギ
リ
ス
の
中
国
に
対
す
る
財
政
援
助
に
か
ね
て
反
対
の
態
度
を
と
り
、
積
樋
的
に
そ
の
実
施
を
妨
碍
す
る
方

策
を
と
っ
て
き
た
が
、
「
実
際
問
題
と
し
て
も
支
那
幣
制
破
壊
を
直
接
目
的
と
す
る
兵
力
使
用
の
如
き
は
一
一
白
ふ
べ
く
し
て
容
易
に
行
は
る

も
の
に
あ
ら
ず
、
更
に
単
純
な
る
威
嚇
を
以
て
英
国
を
引
込
ま
し
め
乃
至
は
借
款
成
立
後
の
幣
制
を
破
壊
せ
し
む
る
と
と
亦
不
可
能
な
る

一
九
三
七
年
日
中
関
係
瞥
見

七



;¥ 

こ
と
は
殆
ど
試
験
済
と
言
ひ
て
不
可
な
か
る
べ
し
」
、

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
は
、
従
来
の
方
針
を
急
転
回
し
て
イ
、
ギ
リ
ス
の
イ
ニ

シ
ァ
テ
ィ
ブ
の
も
と
に
協
力
す
る
の
が
日
本
に
と
っ
て
最
も
有
利
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
以
外
に
道
は
な
い
と
い
う
の
が
、
川
越
大
伎
の
結

論
で
あ
っ
た
。
リ
!
ス
・
ロ
ス
の
幣
制
借
款
、
幣
制
改
革
を
妨
碍
し
た
の
は
広
国
外
相
の
指
導
下
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
今
や
そ
の
政

策
は
ま
っ
た
く
行
き
詰
り
、
新
た
な
路
線
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

ζ

の
川
越
大
使
の
電
報
(
四
七
八
号
)
が
東
京
に
到
着
し
た
の
は
七
月
六
日
の
午
前
で
あ
る
。
翌
七
百
午
前
に
発
せ
ら
れ
て
同
日
午
後

到
着
し
た
天
津
の
堀
内
総
領
事
の
電
報
(
三
七
五
号
)
は
、
天
津
駐
屯
寧
が
五
日
、
中
央
に
対
し
、
今
次
の
イ
ギ
リ
ス
の
幣
制
借
款
は
我

方
で
反
対
し
て
も
強
行
さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
む
し
ろ
協
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
を
発
電
し
た
乙
と
を
伝
え
て
い
る
。

底
溝
橋
事
件
の
勃
発
は
こ
の
臼
の
夜
で
あ
る
。

E 

林
内
閣
、
佐
藤
外
相
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
新
中
国
外
交
に
も
っ
と
も
批
判
的
で
あ
っ
た
の
は
関
東
軍
で
あ
っ
た
。
関
東
軍
か
ら
見
た

場
合
、
林
内
閣
の
対
支
実
行
策
、
北
支
指
導
方
策
は
「
従
来
に
比
し
て
著
し
く
消
極
的
」
で
あ
り
、
「
無
智
の
支
那
民
衆
に
対
し
日
本
与

し
易
し
と
の
感
を
与
え
更
に
排
日
侮
日
を
助
長
す
る
結
末
を
招
来
」
ず
る
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

六
月
四
日
近
衛
内
閣
成
立
直
後
、
関
東
軍
は
東
条
英
機
参
謀
長
を
上
京
さ
せ
て
中
国
政
策
に
関
し
意
見
を
具
・
申
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
意
見
は
「
南
京
政
権
(
国
民
政
府
)
を
対
象
と
す
る
国
交
調
整
の
如
き
は
:
:
:
絶
対
に
不
可
能
」
と
い
う
前
提
に
た
っ
た
上
で
、

現
在
の
中
国
の
状
況
か
ら
み
た
対
策
と
し
て
は

「
我
武
力
之
を
許
さ
ば
先
つ
之
(
国
民
政
府
)
に
一
撃
を
加
へ
て
再
び
立
つ
能
は
ざ
ら
し
め
我
背
後
の
此
の
脅
威
を
除
去
す
る
を
以
て



最
も
有
利
な
る
対
策
な
り
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」

つ
ま
り
、
好
機
を
と
ら
え
て
菌
民
政
府
を
一
撃
し
、
再
起
不
能
に
陥
ら
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

日
早
朝
関
東
軍
は
首
脳
会
議
を
開
き
、

七
月
七
日
夜
勃
発
し
た
慮
溝
橋
事
件
が
、
武
力
発
動
、
翠
北
問
題
解
消
の
好
機
と
関
東
軍
の
眼
に
映
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
翌
八

ソ
連
は
内
紛
が
あ
り
、
差
当
り
北
方
の
安
全
は
期
待
で
き
る
か
ら
、
こ
の
際
翼
察
に
一
撃
を
加
え

る
べ
き
だ
の
判
断
を
下
し
、
参
謀
本
部
に
摩
下
の
第
一
、
第
十
一
混
成
旅
田
の
主
力
お
よ
び
航
空
部
隊
の
出
動
を
準
備
す
る
旨
打
電
し
た
。

そ
し
て
同
臼
夕
刻
六
時
過
ぎ
「
暴
戻
な
る
支
那
第
二
十
九
軍
の
挑
戦
に
起
因
し
て
今
や
翠
北
に
事
端
を
生
じ
た
。
関
東
軍
は
多
大
の
関
心

と
重
大
な
る
決
意
を
保
持
し
つ
つ
厳
に
木
事
件
の
成
行
き
を
注
視
す
る
」
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。

東
条
関
東
軍
参
謀
長
は
十
日
橋
本
(
群
〉
天
津
軍
参
謀
長
に
対
し
、
第
十
一
旅
田
の
奈
良
歩
兵
部
隊
が
九
日
申
海
関
に
集
結
を
完
了
し

た
と
伝
え
た
。

ζ

の
関
東
軍
の
迅
速
な
行
動
が
南
京
国
民
政
府
の
注
目
を
惹
い
た
。
十
日
夜
十
一
時
半
、
外
交
部
葦
道
寧
日
本
科
長
は
日

高
参
事
官
に
電
話
で
、
奉
天
よ
り
軍
隊
十
列
車
が
出
動
し
、
二
列
率
は
既
に
山
海
関
に
到
着
し
た
よ
う
だ
が
、

こ
れ
は
事
態
不
拡
大
の
見

地
か
ら
憂
慮
に
堪
え
ず
、

こ
の
よ
う
な
箪
事
行
勤
務
}
停
止
す
る
よ
う
要
議
し
た
。
関
東
寧
の
第
一
、
第
十
一
混
成
旅
田
お
よ
び
飛
行
集
団

に
正
式
に
華
北
へ
の
出
動
命
令
が
下
令
さ
れ
た
の
は
、
十
一
日
午
後
六
時
三
十
五
分
で
あ
る
。

第
一
旅
田
(
酒
井
鏑
次
)
は
戦
車
、
装
甲
車
を
擁
す
る
機
減
化
兵
団
で
、
ウ
ポ
徳
か
ろ
長
城
を
越
え
て
南
下
し
十
六
日
密
雲
に
集
中
、
第

十
一
旅
団
(
鈴
木
霊
蔑
)
も
十
七
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
高
麗
営
に
集
中
し
た
。
両
締
簡
と
も
二
十
八
白
か
ら
開
始
さ
れ
た
北
平
周
辺

の
攻
略
戦
に
'
参
加
し
た
が
、
関
東
軍
は
二
十
九
日
さ
ら
に
第
一
師
団
か
ら
編
成
し
た
混
成
第
二
旅
団
(
関
亀
治
)
を
華
北
に
応
急
派
兵
し

た
〈
八
月
一
回
天
津
若
)
。

麗
溝
橋
事
変
勃
発
後
、
七
月
末
ま
で
に
関
東
軍
は
一
ニ
箇
旅
団
の
兵
力
を
長
城
か
ら
南
下
さ
せ
た
か
、

と
の
段
階
で
関
東
軍
が
ど
の
よ
う
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。

な
時
局
認
識
を
も
っ
て
い
た
か
、
ま
た
事
後
構
想
を
も
っ
て
い
た
か
、
次
に
み
て
み
た
い
。
資
料
は
七
月
十
九
日
付
関
東
軍
司
令
部
「
北

支
処
理
要
綱
」
お
よ
び
二
十
四
日
付
「
情
勢
判
断
」
で
あ
る

関
東
軍
に
よ
れ
ば
「
現
下
内
外
の
事
態
特
に
週
款
の
情
勢
ソ
連
邦
の
動
向
就
中
国
内
与
論
の
趨
勢
は
帝
国
の
為
対
文
積
極
的
経
絡
を
進

む
べ
き
天
与
の
好
機
」
で
あ
り
「
比
際
析
乎
対
支
説
中
北
支
問
題
処
理
に
関
す
る
根
本
的
解
決
」
を
罷
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
国

際
情
勢
に
つ
い
て
ど
う
判
断
し
て
い
た
か
。

ソ
連
は
ス
ペ
イ
ン
の
情
勢
な
か
ん
ず
く
国
内
事
情
よ
り
攻
勢
に
出
る
こ
と
は
な
い
、
し
か
し
今
後
年
月
を
経
る
に
従
い
其
専
制
力
を
恢

復
し
園
内
統
制
と
作
戦
準
備
と
を
強
化
、

ソ
中
策
応
の
公
算
も
強
い
。

英
米
は
じ
め
欧
州
諸
国
は
単
独
ま
た
は
連
合
し
て
実
力
干
渉
に
出
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
英
、
米
武
力
の
大
拡
張
は
未
だ
着
手
を
み
ず
、

と
く
に
日
独
提
携
に
依
る
欽
州
牽
制
力
も
相
当
に
期
待
し
得
る
の
で
今
日
以
上
に
有
利
な
る
情
勢
は
今
後
必
ず
し
も
期
待
で
き
な
い
。

中
国
は
現
状
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
対
日
紛
争
を
利
用
し
て
統
一
を
強
化
し
抗
日
を
強
化
す
る
と
と
も
に
軍
備
の
飛
躍
的
増
進
を
来
す
こ

と
が
明
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
「
帝
国
四
聞
の
情
勢
は
近
き
将
来
に
於
て
対
支
工
作
逐
行
の
為
現
在
以
上
の
好
機
得
て
期
す
べ
か
ら
ず
と

確
信
す
」
と
の
結
論
に
関
東
軍
は
到
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
問
題
の
翠
北
は
ど
う
す
る
か
。
基
本
構
想
ば
、
北
文
に
南
京
国
民
政
府
と
分
離
し
た
自
主
独
立
の
地
方
政
権
を
つ
く
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
地
域
は
差
当
り
山
束
、
河
北
の
二
省
と
し
、
将
来
山
西
省
を
ふ
く
め
る
。
政
権
の
中
心
人
物
と
し
て
張
作
相
、
山
東
省
主
席

に
簿
復
集
、
河
北
省
主
席
に
段
汝
詳
の
名
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
新
政
権
に
対
す
る
臼
本
側
指
導
機
関
と
し
て
北
京
に
大
特
務
機
関
を

設
置
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。



し
か
し
此
の
構
想
に
は
関
東
軍
が
も
っ
と
も
関
心
を
も
っ
て
い
る
察
恰
爾
、
内
蒙
古
、
緩
速
に
言
及
が
な
い
乙
と
に
気
付
く
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
地
方
に
つ
い
て
は
関
東
箪
は
別
途
に
し
か
も
即
時
実
施
に
移
す
予
定
の
構
想
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
従
い
、
七
月
二
十

七
日
関
東
軍
は
察
恰
爾
、
内
蒙
方
面
へ
の
兵
力
行
使
を
中
央
に
上
申
し
た
。
参
謀
本
部
ば
多
倫
へ
の
兵
力
配
置
は
認
め
た
が
、
国
境
を
越

え
で
の
進
出
は
承
認
し
な
か
っ
た
。
関
東
軍
は
三
十
日
さ
ら
に
集
寧
(
平
地
泉
)
、

大
同
方
面
へ
の
作
戦
準
備
を
申
し
出
た
。

漸
く
平
津

地
方
の
攻
略
を
終
え
た
ば
か
り
の
軍
中
央
は
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
作
戦
の
準
備
を
認
め
る
筈
は
な
く
、

こ
れ
を
拒
否
し
た
。

関
東
軍
は
八
月
五
日
、
せ
め
て
多
伶
の
堤
支
隊
を
張
北
に
ま
で
前
進
さ
せ
る
よ
う
求
め
た
。
石
原
参
本
第
一
部
長
は
強
く
反
対
し
た
が
、

武
藤
(
章
)
第
三
課
長
が
支
持
し
、
結
局
八
用
九
日
参
謀
本
部
は
察
恰
爾
作
戦
の
実
施
を
命
ず
る
に
い
た
っ
た
。
(
参
命
第
七
十
二
号
)

一
、
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
ハ
適
時
有
力
ナ
ル
兵
団
ヲ
以
テ
概
ネ
張
家
ロ
以
東
ノ
支
那
軍
ヲ
掃
滅
ス
へ
シ

二
、
関
東
軍
司
令
官
ハ
所
要
ノ
部
隊
ヲ
以
テ
熱
河
省
及
内
蒙
古
方
面
ヨ
リ
前
記
ノ
作
戦
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
(
一
ニ
、
四
略
)

関
東
軍
司
令
官
に
対
す
る
指
示
は
暖
味
で
あ
る
が
、
乙
の
指
示
を
う
け
た
関
東
軍
は
直
に
察
喰
爾
派
遣
兵
団
を
組
織
し
た
。

ζ

の
兵
団

の
指
揮
に
は
東
条
関
東
軍
参
謀
長
が
自
ら
あ
た
る
こ
と
に
な
り
、
戦
闘
命
令
所
が
多
倫
つ
い
で
張
北
に
置
か
れ
た
(
十
九
日
)
。
張
北
お

よ
び
張
家
口
北
西
の
万
全
に
集
結
し
た
兵
団
の
陣
容
は
混
成
第
二
旅
団
、

同
第
十
五
旅
団
(
篠
原
誠
一
郎
)
、

同
第
一
旅
団
(
天
津
軍
よ

り
復
帰
)
第
二
飛
行
集
団
で
あ
る
。
以
後
こ
の
兵
聞
を
東
条
兵
団
と
呼
ぶ
。

一
方
支
那
駐
屯
軍
は
混
成
第
十
一
旅
団
、
内
地
か
ら
到
着
の
第
五
師
団
(
板
垣
征
四
郎
)
を
平
鍛
線
に
沿
っ
て
北
上
さ
せ
、
激
戦
の
の

ち
八
月
二
十
四
日
懐
来
に
進
出
し
た
。
東
条
兵
団
は
張
北
方
面
か
ら
攻
勢
を
も
っ
て
第
五
師
団
に
協
力
、
混
成
第
二
旅
聞
が
八
月
二
十
七

B
張
家
口
を
占
領
し
た
。

こ
の
東
条
兵
団
の
作
戦
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
行
動
が
き
わ
め
て
政
治
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
伴
も
な
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
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ち
察
M
P
口
爾
に
新
政
権
樹
立
の
構
想
を
も
ち
、

そ
れ
を
直
ち
に
実
践
に
移
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
関
東
軍
の
八
月
十
三
日
の
「
察
恰
爾
方
面

政
治
工
作
緊
急
処
理
要
綱
」
に
よ
れ
ば
、
関
東
軍
は
張
家
口
に
察
袷
爾
政
権
を
樹
立
す
る
構
想
を
も
っ
て
い
た
。

察
川
市
橋
政
権
は
内
蒙
自
治
政
府
と
察
南
自
治
政
府
、
両
政
府
の
委
員
会
制
で
。
内
蒙
自
治
政
府
の
長
官
徳
王
を
委
員
長
に
、
察
南
自
治

政
府
の
長
官
を
副
委
員
長
と
す
る
、
張
家
ロ
の
陸
軍
特
務
機
関
を
拡
大
し
て
察
拾
爾
政
権
の
内
面
指
導
に
あ
て
さ
せ
る
、

乙
の
大
特
務
機

関
は
関
東
軍
司
令
官
に
隷
従
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。

関
東
軍
は
八
月
二
十
七
日
張
家
口
を
占
領
す
る
と
直
ち
に
ζ

の
構
想
を
実
施
に
移
し
、
九
月
四
日
早
く
も
察
南
自
治
政
府
の
成
立
を
み

た
の
で
あ
る
。

一
方
八
月
三
十
一
日
北
支
那
方
面
軍
の
編
成
を
み
た
が
、
寺
内
軍
司
令
官
は
九
月
四
日
、
懐
来
を
占
領
し
た
第
五
郎
聞
に
蔚
県
へ
の
進

出
を
命
じ
た
。
こ
の
蔚
県
進
出
は
、
方
面
軍
が
計
画
し
て
い
る
京
漢
線
の
要
癒
保
定
攻
略
戦
へ
の
第
五
師
団
参
加
の
前
提
と
な
る
作
戦
で

あ
る
。
板
垣
は
九
月
六
日
行
動
を
開
始
、
十
一
日
蔚
県
、
十
四
日
広
霊
を
占
領
し
た
。

板
垣
兵
団
の
山
西
方
面
へ
の
進
撃
(
広
霊
は
山
西
省
)
に
呼
応
し
て
、
関
東
軍
も
山
西
省
大
同
を
九
月
十
三
日
占
領
し
た
。
こ
の
進
撃

は
事
実
上
参
謀
本
部
の
意
図
を
無
視
し
て
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
参
謀
本
部
は
十
三
日
乙
れ
を
追
認
し
た
。
関
東
箪
は
大
河
占
領
直

後
、
北
部
山
西
省
作
戦
の
た
め
さ
ら
に
こ
箇
師
団
の
増
援
を
中
央
に
要
請
し
た
。

板
垣
第
五
師
団
長
も
九
月
十
九
回
私
信
で
は
あ
る
が
、
「
北
文
に
お
い
て
は
お
お
む
ね
援
連
1
太
京
i
石
家
荘
l
済
南
l
青
島
の
線
を
占

め
、
こ
こ
に
邑
合
に
す
る
資
源
を
獲
得
し
、

こ
こ
に
注
む
一
億
民
衆
を
同
僚
と
し
て
新
北
支
政
権
ー
を
結
成
す
る
を
一
削
d

と
す
」
と
い
う
意
見
を

石
原
作
戦
部
長
、
多
国
参
謀
次
長
、
寺
内
方
面
軍
司
令
官
に
送
っ
た
。
こ
の
占
領
線
は
当
時
中
央
の
も
っ
て
い
た
構
想
、
あ
る
い
は
北
支

方
面
軍
の
構
想
を
大
き
く
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
板
垣
が
そ
の
兵
団
の
進
路
を
方
面
軍
の
意
図
に
そ
っ
て
保
定
に
向
け
る
の
で



は
な
く
、
山
西
省
の
首
都
太
原
に
進
め
よ
う
と
す
る
意
向
で
あ
る
ζ

と
を
示
し
た
。

そ
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
に
参
謀
本
部
は
従
来
の
方
針
を
大
き
く
修
正
し
て
、
十
月
一
日
北
支
那
方
面
軍
に
対
し
「
一
部
の
兵
ガ
を
以
て

北
部
山
西
省
に
作
戦
し
太
原
を
占
領
」
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
関
東
軍
に
対
し
て
も
協
力
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
東
条
・

板
垣
路
線
、
あ
る
い
は
関
東
軍
路
線
の
採
択
で
あ
る
。
こ
の
蘭
期
的
な
方
針
変
更
は
石
原
第
一
部
長
の
参
謀
本
部
か
ら
の
転
出
(
九
月
二

十
七
日
、
関
東
軍
参
謀
副
長
)
直
後
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

関
東
軍
は
ζ

の
段
階
(
十
月
十
一
日
)
で
、
蒙
彊
方
面
、
北
支
方
面
(
差
当
り
概
ね
山
間
、
河
北
等
、
黄
河
北
岸
地
域
)

に
自
治
政
権

を
樹
立
す
る
、
豪
彊
、
北
支
政
権
は
分
離
し
て
指
導
す
る
な
ど
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
(
支
那
事
変
対
処
具
体
的
方
策
要
綱
)
。

一
方
現

地
で
は
関
東
軍
は
十
月
十
四
日
経
速
、
十
七
日
包
頭
を
占
領
し
た
。
そ
し
て
関
東
軍
は
察
南
自
治
政
府
に
引
き
続
い
て
十
月
十
五
日
、
大

同
に
晋
北
自
治
政
府
、
同
二
十
八
日
緩
遠
に
蒙
古
連
盟
自
治
政
府
を
樹
立
し
た
。
察
南
と
蒙
古
は
既
定
の
計
画
で
あ
っ
た
か
、
晋
北
は
大

同
の
早
期
占
領
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

関
東
軍
は
十
一
月
二
十
二
日
、

こ
れ
ら
三
政
府
を
統
合
す
る
形
で
、
蒙
彊
連
合
委
員
会
を
設
立
さ
せ
た
。
そ
し
て
向
日
付
で
一
一
一
政
権
の

代
表
委
員
に
関
東
軍
司
令
官
植
田
謙
吉
宛
の
文
書
に
署
名
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

付
蒙
彊
連
合
委
員
会
一
切
の
命
令
及
執
行
は
関

東
軍
の
軍
事
要
請
に
応
ぜ
し
め
る
乙
と
、
関
東
軍
司
令
官
の
内
面
指
導
を
仰
ぐ
乙
と

口
最
高
顧
問
、
批
判
員
の
主
な
る
も
の
は
寅
軍
司
令

官
の
推
薦
に
よ
る
こ
と

白
重
要
交
通
・
重
要
産
業
は
必
要
に
応
じ
索
軍
司
令
官
指
定
の
日
満
各
機
関
に
委
託
す
る
ζ

と

制
蒙
彊
銀
行

を
中
央
銀
行
に
す
る
の
で
援
助
手
}
願
い
た
き
こ
と

同
当
分
日
本
軍
の
駐
兵
を
希
望
し
、
財
政
上
の
余
力
が
生
ず
れ
ば
、

そ
の
経
費
を
分

担
す
る
こ
と
の
五
カ
条
で
あ
る
。
満
州
国
設
立
に
あ
た
っ
て
の
湾
儀
の
木
庄
軍
司
令
官
あ
て
の
書
簡
(
一
九
一
ニ
二
年
三
月
十
日
付
)
を
初

梯
と
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

ζ

の
書
簡
に
た
い
し
績
回
軍
司
令
官
は
「
当
方
の
支
障
な
き
限
り
に
於
て
協
力
す
る
こ
と
と
致
度
」
と
返
答

一
九
三
七
年
日
中
関
係
瞥
見



四

し
た
(
十
一
月
二
十
五
日
)
が
、
こ
れ
も
本
庄
返
簡
に
酷
似
し
て
い
た
。

関
東
軍
の
一
九
三
七
年
慮
溝
橋
事
件
以
前
の
行
動
と
主
張
を
追
い
、
さ
ら
に
事
変
後
初
期
の
積
極
的
な
容
像
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
の
は
、
関
東
軍
〈
東
条
)
お
よ
び
板
垣
ら
の
一
連
の
行
動
が
、
日
中
戦
争
の
不
拡
大
を
妨
碍
し
、
言
葉
を
変
え
れ
ば
拡
大
路
線

の
採
択
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
察
恰
爾
作
戦
と
と
も
に
新
政
権
を
樹
立
し
、
第
二
の
満
州
国
形
成
と
い
う
形
で
の
日
中
戦
争
の

基
本
的
な
性
格
を
決
定
し
た
と
い
う
こ
点
を
指
摘
し
た
い
が
為
で
あ
っ
た
。

班

国
民
政
府
の
駐
仏
大
使
顧
維
鈎
が
王
寵
恵
外
交
部
長
か
ら
、
直
溝
橋
事
件
に
関
し
規
約
第
十
七
条
に
よ
る
連
盟
へ
の
提
訴
に
つ
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
意
向
を
打
診
す
る
よ
う
訓
令
を
受
け
た
の
は
七
月
十
一
日
で
あ
る
。
連
盟
規
約
第
十
七
条
は
、
連
盟
国
と
非
連
盟
国
と

の
聞
の
紛
争
を
処
理
す
る
条
項
で
あ
る
。
日
本
は
非
連
盟
国
で
、
中
国
は
連
盟
国
で
あ
る
。
非
連
盟
国
が
連
盟
の
勧
告
の
受
諾
を
拒
ん
で

連
盟
国
に
た
い
し
戦
争
に
訴
え
る
場
合
は
、
第
十
六
条
〈
制
裁
条
項
)
の
発
動
に
つ
な
が
る
の
で
あ
っ
た
。

顧
大
使
は
十
二
日
シ
ョ

l
タ
ン
内
閣
デ
ル
ボ
ス
外
相
に
フ
ラ
ン
ス
の
意
向
を
打
診
し
た
。
十
五
日
の
デ
ル
ボ
ス
の
回
答
は
、
連
盟
へ
の

提
訴
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
状
に
お
い
て
効
果
的
で
な
く
、
む
し
ろ
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
条
約
で
あ
る
九
カ
国
条
約
の
発
動
が
望
ま
し
い
と
い

う
内
容
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
協
力
が
絶
対
に
必
要
と
考
え
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
は
非
連
盟
国
で
あ
る
が
九
カ
国
条
約
の

調
印
国
で
あ
る
と
も
つ
け
加
え
ら
れ
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
郭
泰
棋
大
使
も
イ

l
デ
ン
英
外
相
を
打
診
し
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
も
第
十
七
条
に
よ

る
提
訴
に
反
対
で
あ
り
、
中
国
は
一
応
提
訴
を
見
送
っ
た
の
で
あ
る
。

顧
維
鈎
は
七
月
二
十
五
日
、
パ
リ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
赴
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
は
財
政
部
長
孔
祥
照
が
滞
在
し
て
い
た
。
孔
と
郭
駐
英
大



使
お
よ
び
顧
の
三
人
は
協
議
の
上
連
名
で
、
λ
円一

a

後
中
国
の
採
る
べ
き
対
外
政
策
は
、

一
、
ソ
連
の

の
協
力
を
得
る
こ
と

一一、

英
、
米
、
仏
か
ら
抗
戦
継
続
の
た
め
の
軍
需
物
資
の
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
、

の
二
点
で
あ
る
ζ

と
を
政
府
に
打
電
し
た
。

顧
ら
三
人
は
二
十
七
日
マ
イ
ス
キ

i
駐
英
ソ
連
大
伎
と
会
談
、

ソ
連
が
中
国
と
協
力
し
て
白
木
と
戦
う
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
が
、

マ
イ
ス
キ
!
は
イ
ギ
リ
ス
が
日
中
紛
争
に
関
し
確
呼
た
る
態
度
を
示
さ
な
い
こ
と
を
非
難
す
る
一
方
、

ソ
速
は
国
内
事
情
も
あ
っ
て
中
国

に
物
資
を
援
助
す
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
中
国
と
と
も
に
軍
事
作
戦
を
展
開
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
回
答
し
た
。

ζ

の
白
(
二
十
七
日
)

モ
ス
ク
ワ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
蒋
廷
絞
駐
ソ
大
伎
の
見
解
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
ソ
速
の
国
内
事
情
は
ソ
速
が
中
国
と
と
も
に
戦
う

こ
と
を
許
さ
な
い
、

ソ
連
国
内
の
食
糧
事
情
は
平
時
に
お
い
て
も
不
充
分
で
あ
り
、

最
近
の
将
軍
八
人
の
処
刑
で
軍
隊
は
動
揺
し
て
お

り
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
対
外
戦
争
で
自
身
の
没
京
を
招
く
ζ

と
を
恐
れ
て
い
る
等
々
の
理
由
を
蒋
大
伎
は
指
摘
し
た
。
中
国
は
成
溝
橋
事
件

の
拡
大
に
あ
た
っ
て
ソ
速
に
相
互
援
助
条
約
の
締
結
を
申
し
入
れ
た
が
、

ソ
述
は
拒
苦
し
d

結
局
八
月
二
十
一
日
南
京
で
中
ソ
不
可
校
条

約
の
締
結
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

モ
ス
ク
ワ
駐
在
の
チ
ル
ス
ト
ン
英
大
使
は
、

ソ
連
は
日
中
間
の
戦
争
が
継
続
し
、
日
本
の
戦
力
が
そ
の
た
め
に
消
耗
す
る
ζ

と
を
望
ん

で
お
り
、
中
ソ
不
可
侵
条
約
の
成
立
は
そ
の
目
的
に
添
う
も
の
で
あ
る
と
観
察
し
た
。

定
例
の
国
際
連
盟
理
事
会
は
九
月
十
日
、
総
会
は
間
十
三
日
ジ
ュ
、
不
!
ブ
で
開
催
の
予
定
で
あ
っ
た
。
顧
維
鈎
は
九
日
パ
ワ
を
出
発
ジ

ュ
ネ
i
ブ
に
同
っ
た
。
十
一
臼
ア
ブ
ノ

i
ル
連
盟
事
務
総
長
は
顧
に
対
し
、
第
十
七
条
の
発
動
は
連
盟
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
だ
が
、

一
j

制
裁
」
の
実
施
な
ど
は
ま
っ
た
く
問
題
外
だ
と
話
し
た
。
連
盟
規
約
を
支
持
す
る
国
々
も
、
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
の
経
験
に
鑑
み
今
や

合目

裁
」
に
は
反
対
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
連
盟
国
に
と
っ
て
「
制
裁
」
と
い
う
言
葉
は
「
悪
夢
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
翌
十

二
日
中
国
は
規
約
十
条
、
十
一
条
、
十
七
条
に
則
っ
て
日
本
と
の
紛
争
を
連
盟
に
提
訴
し
た
。

一
九
三
七
年
日
中
関
係
瞥
見

一五



一ムハ

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
近
郊
ニ
ヨ
ン
で
は
九
月
十
日
か
ら
デ
ル
ボ
ス
仏
外
相
を
議
長
と
し
て
、
地
中
海
に
お
け
る
無
国
籍
潜
水
艦
の
攻
撃
を
共
同

で
警
備
す
る
た
め
の
会
議
が
閣
か
れ
、
十
四
日
潜
水
艦
の
不
法
行
為
防
止
の
た
め
の
協
定
が
調
印
さ
れ
た
。
英
、
仏
の
主
要
な
関
心
は
ス

ペ
イ
ン
内
乱
を
め
ぐ
っ
て
の
地
中
海
の
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
十
八
日
イ

i
デ
ン
英
外
相
、
デ
ル
ボ

ス
仏
外
相
は
極
東
問
題
に
つ
い
て
は
米
国
と
同
じ
範
囲
内
で
行
動
し
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

連
盟
に
お
け
る
中
国
問
題
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
九
月
二
十
九
日
の
総
会
で
、
日
本
空
軍
の
無
防
備
都
市
爆
撃
を
非
難
す
る
決
議
(
中

国
と
し
て
は
空
爆
非
難
を
日
本
へ
の
石
油
供
給
禁
止
に
結
び
つ
け
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

ζ

の
点
は
ま
っ
た
く
問
題
と
さ
れ
な
か
っ

た
)
が
採
択
さ
れ
た
乙
と
、
お
よ
び
十
月
六
日
の
総
会
が
、
日
本
の
陸
海
空
に
わ
た
る
軍
事
行
動
が
九
カ
国
条
約
、
不
戦
条
約
に
違
反
し

て
い
る
こ
と
、
連
盟
国
に
対
し
中
国
の
抵
抗
力
を
弱
め
る
よ
う
な
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
を
決
議
し
、
同
時
に
本
件
審
議
の
た
め
九
カ
悶

条
約
会
議
の
招
集
を
勧
告
し
た
乙
と
な
ど
に
言
及
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

八
月
上
海
事
件
が
勃
発
し
、
中
国
の
貿
易
、
経
済
の
最
大
の
中
心
地
上
海
の
周
辺
で
日
中
両
軍
の
激
戦
が
展
開
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

日
本
は
九
月
六
日
全
中
国
沿
岸
の
封
鎖
を
宣
言
し
、
中
国
船
舶
の
出
入
を
禁
止
し
た
。
第
三
国
、
外
国
船
舶
の
出
入
は
自
由
で
あ
る
が
、

国
籍
・
国
旗
の
確
認
・
検
査
な
ど
紛
糾
が
お
ζ

る
ζ

と
は
予
想
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
国
務
省
は
九
月
十
四
日
政
府
所
有
船
舶
に
よ
る
日

本
・
中
国
向
武
器
、
軍
需
品
の
輸
送
を
禁
止
す
る
措
置
を
と
っ
た
。
中
国
向
軍
需
品
の
最
大
の
ル

i
ト
に
な
っ
て
い
た
の
は
仏
領
印
度
支

那
で
あ
っ
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
も
事
態
を
再
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
船
積
し
た
軍
需
物
資
が
仏
印
に
到
着
す
る

ま
で
通
常
五
週
間
か
か
り
、

そ
の
聞
に
も
し
日
本
が
宣
戦
を
布
告
す
れ
ば
、
乙
の
輸
送
は
利
敵
行
為
と
な
り
、
日
仏
関
係
の
悪
化
は
免
れ

な
い
と
い
う
認
識
が
仏
当
局
に
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
十
月
十
三
日
、
現
在
海
上
輸
送
中
の
物
資
の
仏
印
経
由
中
国
向
け
輸
送
を
認
め
る
か
、
以
後
は
禁
止
す
る
と
い
う
措
置
を



と
っ
た
。
乙
れ
は
仏
印
経
由
物
資
を
最
大
の
軍
需
品
供
給
源
と
す
る
中
国
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
措
置
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
仏

印
経
由
輸
送
の
継
続
は
日
本
を
刺
激
し
、
海
南
島
、
西
沙
列
島
の
占
領
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
日
本
が
仏
印
に
た
い
し
軍
事
的
脅
威
を
及

ぼ
す
と
き
、
米
、
英
、

ソ
連
な
ど
が
協
調
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
援
助
す
る
体
制
に
な
い
現
在
、

フ
ラ
ン
ス
は
単
独
で
日
本
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、

こ
の
措
置
を
と
る
に
い
た
っ
た
と
説
明
し
た
。

顧
維
鈎
大
使
は
十
周
二
十
日
デ
ル
ボ
ス
外
相
に
、
ニ
ニ
自
に
は
シ
ョ

l
タ
ン
首
相
に
会
見
を
求
め
、
中
国
に
と
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
措
置

を
遺
憾
で
あ
り
、
失
望
の
念
を
禁
じ
得
な
い
と
告
げ
、
仏
印
経
由
輸
送
の
継
続
を
求
め
た
。
シ
ョ

l
タ
ン
首
相
は
こ
の
問
題
は
未
だ
正
式

の
決
定
で
は
な
く
、
来
る
べ
き
九
カ
国
会
議
(
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
)
で
有
事
の
際
の
英
、
米
の
援
助
が
確
約
さ
れ
れ
ば
、
継
続
を
容
認
す
る

意
向
を
示
し
た
。
ソ
連
か
ら
の
軍
需
品
輸
送
も
飛
行
機
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
空
中
輸
送
を
除
い
て
は
仏
印
経
由
に
依
存
し
て
い
る
の
で
、
仏

印
ル

I
ト
の
確
保
は
中
国
抗
日
戦
の
継
続
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
あ
っ
た
。

九
カ
国
条
約
国
会
議
は
十
一
周
三
日
か
ら
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
開
か
れ
た
が
、
日
本
、

ド
イ
ツ
は
出
席
を
拒
否
し
た
。
開
会
三
日
後
の
六

日
、
日
独
伊
防
共
協
定
の
締
結
が
発
表
さ
れ
、
会
議
で
は
イ
タ
リ
ー
が
日
本
の
立
場
を
代
弁
し
た
。
会
議
で
積
極
的
に
中
国
を
支
援
し
た

の
は
リ
ト
ピ
ノ
フ
ソ
連
代
表
で
あ
っ
た
が
、
リ
ト
ピ
ノ
フ
も
会
議
の
前
途
を
悲
観
視
し
て
い
た
。
「
イ
ギ
リ
ス
は
何
も
で
き
な
い
し
、

ア

メ
リ
カ
は
何
も
し
よ
う
と
し
な
い
(
神
宮
∞
ユ

S
E
Sロ
広
ロ
O
神仏

o
g
uユ
窓
口
ぬ
き
円
ご
宮
〉

g
包
g
口
当

g
E
吉
伸
含

guユ
窓
口
ぬ
)
」
と
い
う

の
が
会
議
に
失
望
し
た
り
ト
ピ
ノ
フ
の
結
論
で
あ
っ
た
(
七
日
顧
へ
の
談
話
)
。

リ
ト
ピ
ノ
フ
は
十
一
月
九
日
イ
l
デ
ン
英
外
相
と
会
談
し
、
日
独
伊
防
共
協
定
が
ソ
連
だ
け
を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
乙
と
を

強
調
し
た
。
充
分
な
領
土
を
も
ち
、
領
土
的
野
心
の
な
い
国
々
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
密
接
に
連
絡
し
、

一
致
し
た
行
動
を
と
る
乙
と
が

必
要
で
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
日
独
伊
豆
国
は
世
界
を
支
配
し
、
英
、
仏
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
流
国
と
な
る
と
警
告
し
た
。
リ
ト
ピ
ノ
フ
は

一
九
三
七
年
日
中
関
係
瞥
見

七
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極
東
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

ソ
連
は
国
際
的
な
協
力
に
、
す
べ
て
の
参
加
国
に
必
要
な
保
障
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
積
極
的
に
参
加
す

る
旨
も
伝
え
た
の
で
あ
る
。

一
方
ワ
ト
ビ
ノ
フ
は
ブ
ル
ム
仏
副
首
相
に
、
「
ソ
連
と
し
て
は
、

日
本
が
中
国
を
攻
撃
し
た
こ
と
は
喜
び
に

堪
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
日
本
は
財
政
的
に
も
経
済
的
に
も
弱
体
化
し
、
か
つ
征
服
し
た
中
国
を
同
化
す
る
に
は
多
大
の
困
難
を
も
っ
で

あ
ろ
う
か
ら
、
今
事
数
年
間
極
東
の
平
和
は
保
障
さ
れ
る
、

ソ
連
は
臼
本
と
中
国
の
戦
争
が
で
き
る
だ
け
長
期
化
し
、
日
本
が
で
き
る
か

ぎ
り
多
く
中
国
を
併
合
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
結
果
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
も
語
っ
て
い
た
(
十
月
四
十
二
日
)
。

ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
会
議
開
催
直
後
、
日
本
は
激
戦
の
な
か
で
腰
着
し
た
上
海
戦
線
打
開
の
た
め
柳
川
兵
団
を
杭
州
湾
に
上
陸
さ
せ
た
。
こ

の
た
め
中
間
中
本
は
全
面
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
愈
々
列
強
か
ら
の
軍
需
品
確
保
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
た
。
デ
ル
ボ
ス
仏
外
相
は
、
仏

印
ル

l
ト
継
続
の
た
め
に
は
仏
印
が
日
本
の
軍
事
的
脅
威
を
受
け
た
場
合
、
米
英
が
援
助
す
る
確
約
、
そ
れ
も
口
頭
で
な
く
文
書
に
よ
る

確
約
が
必
要
で
あ
る
と
の
態
度
を
と
り
、

そ
の
期
限
宇
佐
十
一
月
十
五
日
と
し
た
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
も
イ
ギ
リ
ス
も
フ
ラ
ン
ス
に
保
障
を
与
え
る
な
ど
は
問
題
外
で
あ
る
と
し
た
。
十
七
日
デ
l
ビ
ス
米
代
表
に
会
っ
た

顧
維
鈎
は
、
仏
印
経
由
輸
送
に
関
連
し
日
本
の
脅
威
が
あ
っ
た
場
合
、
英
米
は
協
議
に
応
ず
る
舟
窓
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
も
、

フ
ラ
ン

ス
を
満
足
さ
せ
不
安
を
鎮
め
る
ζ

と
が
で
き
る
と
懇
請
し
た
の
に
対
し
、
デ
l
ビ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
に
誤
っ
た
期
待
を
抱
か
せ
る
の
は
好
ま

し
く
な
い
と
拒
否
し
た
。
顧
は
十
九
日
パ
リ
に
帰
り
翌
二
十
日
デ
ル
ボ
ス
外
相
と
会
っ
た
。
デ
ル
ボ
ス
ば
ル
!
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
は
仏

印
経
由
輸
送
の
継
続
を
望
ん
で
い
る
が
、
日
本
の
攻
撃
が
実
施
さ
れ
た
場
合
の
ア
メ
リ
カ
の
協
力
に
つ
い
て
な
ん
の
保
障
を
も
与
え
よ
う

と
し
な
い
と
米
国
の
態
度
を
非
難
し
た
。
し
か
し
デ
ル
ボ
ス
は
当
分
の
間
仏
印
経
由
輸
送
の
継
続
を
認
め
る
と
語
っ
た
c

顧
は
両
日
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
赴
き
、
十
一
月
二
十
二
日
の
会
議
で
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
。
「
諸
君
は
今
回
の
紛
争
に
於
て
日
中
両
国
の

政
策
に
法
律
上
明
確
な
差
別
を
認
定
さ
れ
た
。
し
か
も
諸
君
は
日
本
へ
の
物
質
的
経
済
的
便
宜
供
与
を
停
止
せ
ず
、
依
然
そ
の
侵
略
行
為



を
続
け
る
に
任
せ
て
い
る
。

一
体
諸
君
は
侵
略
者
と
そ
の
犠
牲
者
に
対
す
る
態
度
の
な
か
に
事
実
上
の
差
別
を
設
け
な
い
の
で
あ
る
か
」
。

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
会
議
は
中
国
に
深
い
失
望
を
与
え
た
ま
ま
二
十
四
日
開
幕
し
た
。

終

り

一
九
三
七
年
の
前
半
期
に
お
い
て
日
本
の
各
分
野
に
お
い
て
は
満
州
事
変
以
後
の
中
国
政
策
の
再
検
討
、
修
正
へ
の
動
き
が
底
流
と
し

で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
国
民
政
府
に
お
い
て
も
日
本
が
あ
る
程
度
の
既
成
事
実
の
修
正
に
応
ず
る
な
ら
ば
、
平
和

の
維
持
は
得
策
で
あ
る
と
の
判
断
が
大
勢
を
占
め
る
こ
と
は
あ
り
得
た
と
思
わ
れ
る
。
国
際
情
勢
も
ソ
速
は
別
と
し
て
一
定
程
度
以
上
に

は
中
国
を
支
持
す
る
も
の
で
は
な
く
、
日
中
関
係
の
安
定
を
肴
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
慮
溝
橋
事
件
が
局
地
化
さ
れ

ず
、
全
面
戦
争
へ
拡
大
し
た
の
は
、
近
衛
内
閣
の
意
志
で
あ
っ
た
。
関
東
軍
の
動
き
が
相
当
程
度
内
閣
の
意
志
を
牽
制
し
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
な
お
林
内
閣
、
佐
藤
外
相
の
三
月
十
二
日
衆
議
院
に
お
け
る
「
木
当
の
意
味
の
危
機
、
諮
り
戦
争
の
勃
発
と
一
手
つ

意
味
の
危
機
、
日
本
が
之
に
直
面
す
る
の
も
、
し
な
い
の
も
、
私
は
日
本
自
体
の
考
え
如
何
に
依
っ
て
決
る
の
で
あ
る
と
い
う
風
に
考
え

る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
発
言
は
非
常
な
重
味
を
も
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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